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第 133号
1月 3日 朝岡光男会長の挨拶

令
和
４
年

「春
季
大
祭
中
止
」
の
お
知
ら
せ

今
年
の
春
季
大
祭
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
全
国
で
６
万
や
７
万

人
を
超
え
、
福
岡
県
で
も
ま
ん
延
防
止
等
重
点
処
置
の
期
限
を
６
日
迎
え
る

３１
都
道
府
県
の
う
ち
１８
都
道
府
県
の
延
長
を
諮
問
し
、

１３
件
の
解
除
を
求
め

正
式
決
定
す
る
方
針
。
延
長
す
る
の
は
九
州
で
は
熊
本
の
み
で
あ
る
。

た
だ
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
よ
り
感
染
力
が
強
い
と
さ
れ
る
派
生
株

「
Ｂ
Ａ

・
２
」

へ
の
置
き
換
わ
り
が
進
む
可
能
性
も
あ
り
、
全
国
的
な
収
東
は
見
通
せ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

な
を
、
神
事
は
役
員
の
み
で
行

い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
を
お
願

い
し
ま
す
。

当
日
、
奥
都
城
は
開
放
し
ま
す
の
で
、
お
参
り
は
各
自
、
自
由
で
す
。
時
間

は
左
記
の
通
り
で
す
。

開
館
時
間日

　
時
　
４
月
３
日

（日
）
午
前
１０
時
～
１２
時

一
、

『検
温
』
『消
毒
』
を
実
施
。
必
ず

『
マ
ス
ク
着
用
』

一
、
奥
都
城
内
は
三
密
に
な
ら
な
い
様
お
願
い
し
ま
す

注
意
事
項

/ト

´ ‐



2022年 (令和 4年)4月 1日   与 論 会 だ よ り 第133号・(2)

与
論
会
の
動
き

自
　
令
和
４
年
１
月

至
　
令
和
４
年
３
月

１
月
３
日
　
奥
都
城
初
詣
　
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底

▼
次

の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

（敬
称
省
略
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

月
　
日
　

　

氏
　
名
　
　
年
齢

　

喪
　

王ヽ
　
　
　
住
　
所

１
月
５
日
　
有
馬
　
キ
ク
　
ー００
歳
　
有
馬
　
菊
夫
　
荒
尾
市
大
正
町
１
丁
目

９

１

１４

‐

５

０

２

次
の
方
が
納
骨
を
さ
れ
ま
し
た

（敬
称
省
略
）

１
月
１６
日
　
松
井
ま
さ
子
　
６１
　
松
井
寛
樹

玉
名
市
岱
明
町
上
５７
１
１

令
和
３
年
１２
月
死
亡

大
牟
田
市
大
字
岬
１
９
６
９

令
和
２
年
Ｈ
月
２１
日
死
亡

大
牟
田
市
大
字
岬
１
９
６
９

令
和
３
年
１
月
３
日
死
亡

１
月
１６
日
　
南
　
　
忠
彦
　
７８
　
南
太

一
郎

１
月
１６
日
　
南
　
　
成
子
　
７７
　
南
太

一
郎

先
祖
へ
の
感
謝
示
す

会
員
ら
初
詣
で
参
拝

大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会

（朝
岡
光
男
会
長
）
は
３
日
、
大
牟
田
市
昭

和
町
の
納
骨
堂

一与
洲
奥
都
城
」
で
初
詣
を
開
催
。
会
員
や
帰
省
者
な
ど
が

訪
れ
て
参
拝
し
、
先
祖

へ
感
謝
の
気
持
ち
を
示
し
て
交
流
し
た
。
同
会
で
は

春
と
秋
の
大
祭
を
は
じ
め
、
正
月
や
お
盆
に
も
奥
都
城
に
集
ま

っ
て
先
祖
の

苦
難
の
歴
史
を
し
の
び
、
功
績
を
後
世

へ
と
伝
え
て
い
る
。

こ
の
日
は
、
ま
ず
参
加
者
た
ち
が
合
同
で
参
拝
し
た
。
続

い
て
朝
岡
会
長

が

「今
の
自
分
た
ち
が
あ
る
の
は
先
人
の
お
か
げ
。
人
権
学
習
会
で
は
先
人

た
ち
の
苦
労
を
話
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
ぜ
ひ
聞

い
て
ほ
し
い
。
ま
た
令

和
６
年
に
は
口
之
津
、
大
牟
田
移
住
１
２
５
年
に
な
る
。
ル
ー
ツ
を
た
ど
る

企
画
を
立
て
た
い
」
と
年
頭
の
あ

い
さ

つ
を
し
た
。

そ
の
後
、
参
列
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
析
り
を
さ
さ
げ
、
親
睦
を
深
め
て
い

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
月
８
日
　
有
明
新
報

当
日
は
長
期
予
報
で
は
、
大
晦
日
か
ら
冷
え
込
み
場
所
に
よ

っ
て
は
雪
が

降
る
予
報
で
し
た
が
、
晴
天
で
、
初
詣
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

三
密
を
避
け
、
お
参
り
し
た
後
は
長
居
せ
ず
、
お
帰
り
に
な
ら
れ
た
ご
家

族
が
多
か

っ
た
。
こ
れ
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
し
ょ
う

ユカ
参
拝
は
昨
年
同
様
約
２
５
０
名
の
方
々
が
お
見
え
に
な
り
、
昨
年
同
様
と

な
―，
ま
し
た
＾
国
内
で
感
染
者
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
感
染
予
防
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。



(3)第 133号 ^

与 論 会 だ よ り   2022年 1令和 4年 4月 1日

令和4年 初 言旨
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2022年 (令和 4年)4月 1日   与 論 会 だ よ り 第133号 (4)

令和4年 初 言旨
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(5)第 133号 与 論 会 だ よ り   2022年 令和 4年 4月 1日

令和4年 初 詣
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2022年 (令和 4年 )4月 1日 与 論 会 だ よ り 第133号 (6)

令和4年 初 言旨
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(7)第 133号 与 論 会 だ よ り   2022年 1玲和 4年 |14月 1日

令和4年 初 言旨

♯ 6

ミ1,iil,11,11:,,11'1,1,,1:|:::!:1::,||||
一ミ
一

一≒

|■■■■、■■■■|

姜ヽ 1華攣餞

=:‐

.‐ :・・‐奎‐華‐ヽ.`.‐

111、,::,,::lil:||||

F

・
‐
■



2022年 (令和 4年)4月 1日   与 論 会 だ よ り 第133号 (8)

・
■¬■姜

:`ヽ
電姜

令和4年 初 言旨
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(9)第 133号 与 論 会 だ よ り   2022年 (令和 4年)4月 1日

令和4年 初 雷旨
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2022年 (令和 4年)4月 1日  与 論 会 だ よ り 第133号 (10)

会
費
納
入
の
お
願
い

『今
回
も
振
込
用
紙
に
て
会
費
を
納
入
お
願
い
し
ま
す
。』

令
和
４
年
４
月
は
与
論
会

一年
会
費
」
の
納
入
月
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

３
月
末
ま
で
に
各
地
区
の
地
区
長
さ
ん
が
皆
様

の
自
宅
に
お
伺

い
し
て
会

費
を
頂
き
、
地
区
専
用
の
領
収
書
を
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ

影
響
で
ご
自
宅
訪
間
が
で
き
な
く
な
り
今
回
も
振
込
用
紙
で
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
、
全
員
に
振
込
用
紙
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。
す
で
に
支

払

い
済
み
の
方
や
該
当
し
な

い
方
々
に
も
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理

解
と
、
ご
確
認
の
上
納
入
を
お
願

い
し
ま
す
。
昨
年
過
払

い
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
が
左
記
に
記
載
し
て
い
る
金
額
が
年
間
会
費
で
す
の
で
昨
年
の
振
込

用
紙
確
認
の
上
差
額
を
振
込
お
願

い
し
ま
す
。
昨
年

の
確
認
は
記
録
を
取

っ

て
お
り
ま
す
の
で
問

い
合
わ
せ
を
お
願

い
し
ま
す
。

大
祭
当
日
は
受
付
が
大
変
混
雑
し
、
皆
様
に
ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
お
掛
け

し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
振
込
用
紙
で
納
入
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

振
込
用
紙
の
控
え
が
領
収
証
に
な
り
ま
す
の
で
、
保
存
を
し
て
く
だ
さ
い
。

振
込
手
数
料
が
値
上
げ
に
な

つ
て
お
り
ま
す
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
械
で
郵
便
貯
金

の
口
座
間
は
手
数
料
１
０
０
円
で
送
金
で
き
ま
す
。
振
込
用
紙
送
金
は
１
５

２
円
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
現
金
送
金
は
２
６
２
円
に
な
り
ま
す
、
郵
便
貯
金
通
帳
間

が
お
得
で
す
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
記
号
番
号
を
明
記
し
て
お
き
ま
す
、
ご
利

田
仲′く
だ
さ
い
。

記
号
１
７
４
５
０
１
２
　
番
号
０
７
４
９
２
５
９
１

オ
オ
ム
タ
ア
ラ
オ
ヨ
ロ
ン
カ
イ
　
代
表
者

出
村

進

【与
論
会
会
員
及
び
奥
都
城
会
員
の
会
費
に
は

「与
論
会
だ
よ
り
」
購
読
料

（送
料
込
）
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
】

年
会
費

与
論
会
会
員

（２
個
納
骨
壇
有
）
年
間
１
万
３
千
円

与
論
会
会
員

（１
個
納
骨
壇
有
）
年
間
８
千
円

与
論
会
会
員

（納
骨
壇
無
）
　

年
間
３
千
円

与
論
会
だ
よ
り
購
読
者
　
　
　
　
年
間
１
千
円

（送
料
込
）

払 込 取 扱 票

ヽ _

載

箇
所

押

紛失や忘れた場合は、郵便局備え付けの青い

印刷用紙の上記、記入をお願い します。

月 ト

フ¬D

大牟田・荒尾地区与論会

会計長 出村進 (携帯)090-1192-

口
座
記
号
番
号

7 310

加
入
者
名

大牟田・荒尾 地区与論

金

額

ご

依

頼

人 様

料

金

備

　

考

00

0111713 OH2ト 11

金

額

大牟田 荒尾地区与論会
料

金

備

考

通

信

網

ｌ

ヽ

依

頼

人
様

〔「

４
ハ



(11)第 133号 与 論 会 だ よ り  2022年 (令和4年)4月 1日

与
論
町
成
人
式

与
論
町
は
１
月
２
日
、
同
町
茶
花
の
砂
美
地
来
館
で
新
成
人
を
祝
う
成
人
式
を
開
催
。
与
論
島
内
外
か
ら
晴
れ
着
姿

の
新
成
人
６０
人
が
出
席
し
、
友
人
と
の
再

会
を
楽
し
み
、
社
会
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
た
３

茶 花 校 区

暴
・

攣
ヽ
，

ご

‐

与 論 校 区

那 間 校 区
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■

ヽ

，シ

′
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・

●
一

写
真
は
風
来
坊
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
よ
り
転
用
し
て
お
り
ま
す
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2022年 (令和 4年)4月 1日  与 論 会 だ よ り 第133号 (12)

彗
論
Ⅲ
　
海
訓
=唇

ニ

ヲ民み

う
ん
じ
ゃ

岸
愛
護
功
績
で
知
事
表
彰
　
島
内
の
海
岸
を
毎
日
清
掃

２
０
２
１
年
度
の
海
岸
愛
護
で
功
績
の
あ

っ
た
優
良
団
体

へ
の
知
事
表
彰

伝
達
式
が
２
日
、
鹿
児
島
県
与
論
町
の
県
大
島
支
庁
沖
永
良
部
事
務
所
与
論

町
駐
在
会
議
室
で
あ

っ
た
。
与
論
島
で
海
岸
清
掃
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
海
謝
美

（う
ん
じ
ゃ
み
）
＝
阿
多
尚
志
代
表
、
会
員
１７
人
＝
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

海
謝
美
は
１７
年
４
月
に
発
足
。
与
論
の
海
の
環
境
保
全
を
目
的
に
、
毎
日

午
前
６
時
半
か
ら
約
１
時
間
、
島
内
の
海
岸
清
掃
を
行

っ
て
い
る
。
県
大
島

支
庁
沖
永
良
部
事
務
所
の
椛
山
良
文
所
長
は

「き
れ
い
な
自
然
環
境
を
未
来

に
残
す
た
め
の
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
る
」
と
功
績
を
た

た
え
、
グ
ル
ー
プ
最
年
長
会
員
の
大
山
文
子
さ
ん

（
８６
）

へ
表
彰
状
を
手
渡

し
た
。
阿
多
代
表

（６４
）
は

「今
後
も
島
の
す
べ
て
の
世
代
と
共
に
活
動
し
、

島
の
自
然
や
文
化
を
守
り
伝
え
た
い
。
観
光
客
や
訪
問
者
と
も
交
流
し
、
環

境
問
題
の
現
実
を
見
な
が
ら
、
将
来
に
向
け
て
の
対
策
を

一
緒
に
考
え
て
い

く
」
と
語

っ
た
。
県
知
事
表
彰
は
、
長
年
海
岸
の
美
化
清
掃
に
努
め
、
実
績

が
顕
著
な
団
体

・
個
人
が
対
象
。
奄
美
か
ら
は
今
年
度
、
瀬
戸
内
町
の
伊
子

茂
集
落
、
俵
自
治
会
、
油
井
集
落
会
の
３
団
体
も
選
出
さ
れ
た
。

２
月
３
日
　
南
海
日
日
新
聞

海岸愛護知事表彰を受賞 した海謝美の会員ら=2日

一
ヽ
　
．

．
　
Ｉ
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―
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(10第 133号 与 論 会 だ よ り   2022年 (令和 4年)4月 1日

イ

カ

ン

ワ

ジ
マ

カ
テ
ィ

生
ま
れ
た
島

ヘ

令
和
６
年
が
１
２
５
周
年
記
念

の
年
に
な
る
の
で
、
記
念
行
事
と
し
て
島

へ
里
帰
り
旅
行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

２
年
先
の
話
で
す
が
費
用
が
掛
か
り
ま
す
の
で
、
今
か
ら
積
教
立
て
を
お

願

い
し
ま
す
。

参
考
に
予
定
表
を
掲
示
し
ま
し
た
の
で
、
ご

一
読
下
さ

い
。

旅
費
は
４０
名
様
で

１
人

７
万
８
８
０
０
円

「
子
ど
も
料
金
は
少
し
安
く

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
か
か
り
ま
す
の
で
ご
家
族
で
参
加
さ
れ
る
と
こ
ろ

は
高
額
の
料
金
に
な
り
ま
す
、
今
か
ら
貯
金
を
お
願

い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
と
ご

一
緒
に
参
加
す
る
と
島
挙
げ
て
の
歓
迎
会
や
普
通
見
学
で
き

な
い
と
こ
ろ
も
見
に
行
け
ま
す
か
ら
、
こ
の
機
会
に
み
ん
な
で
行
き
ま
し
よ

う
。

取
り
扱
い
会
社
名

株
式
会
社

山

一
観
光

大
牟
田
営
業
所
　
担
当

原
口
英
之

攀

マ

リ

し

ヽロ

太牟田郵便局前==鹿児島空港==与論空港==宿泊施設

6:30発    各自昼食   12:45着  13:30頃

自由行動

13 : 30～

宿 |こ て懇親会

18: 00～ 20 :00

)白 ヨロン島ビレッジ

TEL0997-97-4601

バス移動==民俗村==皆田海岸～グラスボート==ョ ロン島ビレッジ

9:30発  9:40    11.:00～ 13:30     鶏飯の昼食

宿泊施設 (町民の方との交流会)

15:00着 18:00～
)白 与論島ビレッブ

TEL0997-97-4601

宿==与論空港==鹿児島空港==太牟田郵便局前

11:00発 13:15発 (各自昼食)  18:40頃

21日 夕食のみ、22日 は朝・昼・夕食事あり、23日 は朝のみ計 5回

さ
あ
行
こ
う

月 日 行   程 (旅行当日の状況 |こ より内容変更あり)

6月 21日 (金 )

6月 22日 (土 )

6月 23日 (日 )



2022年 (令和 4年)4月 1日   与 論 会 だ よ り 第133号 (14)

与
論
町
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
ご
案
内

寄
付
先
の
自
治
体
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

与
論
島
は
、
鹿
児
島
県
と
沖
縄
県
と
の
県
境
の
島
と
し
て
、
美
し

い
自
然

を
守
り
、
独
特
の
生
活
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
昭
和
４０
年
代
か
ら
５０
年

代
に
は

「東
洋
の
海
に
浮
か
び
輝
く

一
個
の
真
珠
」
と
賞
賛
さ
れ
、
全
国
に

そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

「輝
く
自
然
」
を
求
め
多
く
の
方
々
が
来

島
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
先
人
た
ち
が
育
ん
で
き
た
歴
史
を
基
礎
に
、
本
島
の
豊
か
な
自

然
環
境

・
地
域
資
源
の
保
全
や
文
化

・
芸
能
の
伝
承
を
図
る
た
め
ふ
る
さ
と

納
税

（基
金
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と

へ
の
熱

い
想

い
を
お
持
ち
の
与
論
出
身
者
や
与
論

フ
ァ
ン
の
皆

様
の
寄
附
を
通
じ
た
住
民
参
加
型
の
地
方
自
治
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
個

性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の

「与
論

へ
の
熱

い
想

い
」
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

与
論
町
長
　
山
　
元
宗

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
控
除
上
限
額
内
で
寄
付
を
行
う
と
、
合
計
寄
付
額
か

ら
２
千
円
を
引

い
た
額
に
つ
い
て
、
所
得
税
の
還
付
、
住
民
税
の
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

控
除
上
限
額
は
収
入
や
家
族
構
成
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ

い
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
寄
付
金
を
自
治
体
が
ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
の
か
、

そ
の
用
途
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
寄
付
金
の
使

い
道
の
観
点
か
ら
、

与
論
町
ふ
る
さ
と
納
税

「
ヨ
ロ
ン
島
サ
ン
ゴ
礁
基
金
」
に
ご
寄
附
申
込
を

さ
れ
た
先
着
寄
附
者
１
０
０
０
名
様
に
ハ
イ
ボ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

〃

※
２０
歳
未
満
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２０
歳
以
上
の
方

の
み
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
希
望
有
無
の
選
択
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
）

■
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品

¨
与
論
島

ハ
イ
ボ
ー
ル
×
３
本

■
対
象
者

…
与
論
町
ふ
る
さ
と
納
税

「
ヨ
ロ
ン
島
サ
ン
ゴ
礁
基
金
」
に

ご
寄
附
申
込
を
さ
れ
た
方

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

一
２
０
２
１
年
Ｈ
月
２４
日

（水
）
ヽ

定
員
に
達
し
次
第
終
了

■
ブ
レ
ゼ
ン
ト
商
品
発
送
期
間

一
１１
月
下
旬
か
ら
順
次
発
送

※
当
選
者
の
発
表
は
商
品
の
発
送
を
も

っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
口

５
千
円

ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
総
額

２

０

１

９

年

２

０

２

０

年

７
５
５
件

２
１
９
９
件

４

５
，

６

５

５
，

０

６

８
円

８

３
，

９

１

３
，

６

２

３
円



(10第 133号 与 論 会 だ よ り   2022年 (令和 4年)4月 1日

与論島ハイボール
プレゼントキヤンペーン ミ:ミ :
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1「彎参 ::ヽ

□ `==た
牟■

与論島ヽ
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与諭島ハイボール

島埼

警1,000名様電

・プレ・ゼント

島津薩摩切子 脚付花瓶 1,160,000円 ヨロン島サンゴ礁基金  1回  5,000円

,'

セl整 ●■t

織

島
特

象

ヨロン焼き5枚取 り皿セッ ト 18,000円 島有泉1800m120度 白麹仕込と黒麹仕込 18,000円

ｔＸ

島

嚢
．濾
響
一・ヽ

島有泉1800m1 2本 入20度 17,000円 島っ娘マンゴー l kg(2～ 3玉 )15.000円
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一
”

〓
Ｌ
一一一隷
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ミ

賣
::‐
‐
1::器

ミヽ弄|、言|ヅ
'|.千
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2022年 (令和 4年)4月 1日   与 論 会 だ よ り 第133号 (16)

与
論
町
教
育
委
員
会
資
料
よ
り
（令
和
３
年
８
月
）

与
論
町
立
小
中
学
校

の
あ
り
方
検
討
委
員
会

◆
は
じ
め
に

本
町
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
を
踏
ま
え
、
町
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
将

来
を
展
望
し
た
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
幅
広

い
見
地
か
ら
検
討
す
る
た
め

『
学
校

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
』
を
設
置
し
、
学
校

の
適
正
規
模
、
適
正
配

置
等
に
つ
い
て
協
議
を
始
め
た

い
と
考
え
ま
す
。
小
中
学
校
の
適
正
配
置
の

検
討
は
、
児
童
生
徒
及
び
教
職
員
に
と

っ
て
安
心

・
安
全
な
教
育
環
境
の
整

備
だ
け
で
な
く
、
学
校
現
場
に
お
け
る
急
速
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
伴
う
設
備
の
整

備
や
学
校
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
費
の
増
大
な
ど
、
財
政
負
担
の
増
大

を
抑
え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
検
討
委
員
会
で
は
、
保
護
者
だ
け
で
な

く
地
域
住
民
を
含
め
町
全
体
で

一
体
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子

供
た
ち
の
新
た
な
学
び
に
ふ
さ
わ
し
い
場
と
し
て
の
学
校
施
設
の
整
備
方
針

等
に
つ
い
て
、
十
分
な
議
論
を
お
こ
な

っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

◆
本
町
の
小
中
学
校
を
取
り
巻
く
現
状

本
町
の
公
立
小
中
学
校
を
取
り
巻
く
現
状
と
し
て
、
学
校
施
設
の
老
朽
化
、

児
童
生
徒
数
の
減
少
、
教
職
員

の
確
保
な
ど
の
問
題
が
大
き
く
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
ず
、
与
論
小
学
校
、
与
論
中
学
校
の

一
部
校
舎
、
茶
花
小
学
校
体
育

館
以
外
の
施
設
は
築
３０
年
を
超
え
て
お
り
、
中
で
も
茶
花
小
学
校
校
舎
、
那

間
小
学
校
校
舎
に
つ
い
て
は
築
５０
年
を
超
え
、

６０
年
以
上
経
過
し
て
い
る
校

舎
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
老
朽
化
が
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
近
年

の
全
国
的
な
少
子
化
の
傾
向
は
、
当
町
も
同
様
で
、
児
童
生
徒

数
は
減
少
し
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
次
頁
の
表
は
、
各
学
校
の
入
学
児
童
数
の
推
移

（実
出
生
数
）
と

推
計
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
平
成
２０
年
度
と
１９
年
後
の
令
和
９
年
度
を
比
較

し
ま
す
と
小
学
生
で
６６
％
、
中
学
校
で
７９
％
の
少
子
化
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

５
次
計
画
の
推
計
値
を
基
に
算
出
す
る
と
１５
年
後

の
令
和
１７
年
度
に
は
、
児

童
生
徒
数
が
現
在
の
４
９
７
人
か
ら
３
０
８
人

（６３
％
）
と
な
る
推
計
で
す
。

最
後
に
、
教
職
員
数
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
学
級
編
制
の
関
係
も
あ

り
、
期
限
付
き
の
教
職
員
の
確
保
が
厳
し
い
状
態
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

第
１
回
検
討
委
員
会
　
令
和
３
年
８
月
２７
日
開
催

副
町
長

（
１
名
）

。
教
育
長

（１
名
）

・
教
育
委
員

（３
名
）

・
各
自
治

公
民
館
長

（９
名
）

。
各
町
立
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

（男
女
８
名
）

・
ハ

レ
ル
ヤ
こ
ど
も
園
施
設
代
表

（１
名
）

・
町
立
学
校
長

（４
名
）
総
務
企
画

課
長

（１
名
）

・
町
民
福
祉
課
長

（１
名
）

。
そ
の
他
特
に
必
要
と
認
め
た

者

「青
年
団
長
男
女
１
名
」
主
任
児
童
委
員
長

・
子
ど
も
育
成
会
長

（１
名
）

・
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長

（１
名
）
３３
名
を
選
出
。

現
状
報
告
が
あ
り
、

Ａ
案
　
３
小
学
校
１
中
学
校
を
維
持

Ｂ
案
　
３
小
学
校
の
統
合

Ｃ
案
　
小
中
学
校

一
貫
校

各
案
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
提
示
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
回
検
討
委
員
会
　
　
令
和
３
年
１０
月
２７
日

こ
こ
で
決
め
か
ね
る
の
で
、
全
町
内
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
す
る
こ
と
で

一
致
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
、
町
内
在
住
者
の
み
回
答
で

き
ま
す
の
で
ご
了
承
お
願

い
し
ま
す
。

t

ヽ_



与 論 会 だ よ り   2022年 (令和 4年)4月 1日
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2022年 (令和 4年)4月 1日  与 論 会 だ よ り 第133号 (18)

ー

与論町にお住まいの皆様ヘ

与論町立小中学校のあり方に関するアンケー ト

ご協力のお願い
与論町立小中学校のあり方検討委員会

与論町教育委員会事務局学務課

日頃より,与論町の教育行政に御理解と御協力を賜 り感謝申し上げます。

現在,与論町の学校関係施設の中には,築 50年以上が経過 している施設があり,与論町教育委

員会では,老朽化が進んでいるそれらの施設の中から,今回,小学校校合の建て替えを検討 してお

ります。

検討に当たっては,児童生徒や先生方が利用 しやすい教育環境を整えることはもとより,現在 ,

日本全国で問題となっている少子化による人口減少問題も踏まえて,今後の与論町の公立小中学校

のあり方について,学校の統廃合も視野に入れて検討を行うことにしました。そこで,令和 3年 8

月 27日 に「与論町立小中学校のあり方検討委員会」を設置するとともに, これまでに 3回 の検討

会を開催 し,地域の代表の方々と共に協議を進めているところです。

そして,本委員会は,今後の協議を実 りあるものにするために,判断参考資料の一部を全世帯に

提供 し,町民の皆様の意見を幅広く集約 した上で,検討委員会の意見を付 したものを町長への提言

書としてまとめたいと考えております。つきましては,で きるだけ多くの方々の御意見をお寄せい

ただきますようお願い致 します。

≪Webフ ォームでの回答する場合≫

◆右のQRコ ードからWebフ ォームを開き, ご回答ください。

酔
=・

口 =
口 ==

≪アンケー ト用紙で回答する場合≫

◆裏面の設問をご記入のうえ,与論町役場入口に設置しているアンケート

回収箱へ投函してください。

なお,今後の児童数の推移の見込みや建物の建築年数に関する資料や「あり方検討委員会」の

議事録は,与論町公式ホームページの新着画面にも掲載 しておりますので参考にしてください。

【資料の掲載欄 (与論町公式ホームページ内)】

与論町公式ホームページ>与論町教育委員会TOP>学校教育>

与論町立小中学校のあり方検討委員会について

．　

・一

■
●
■

．

●
■

■

■
■

●
‐　一一〓
一一一■

回答期限 :2月 18日 皇Dまでに皇論町役場入口の提出箱に投函してください。
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※ 回答に当たっ_て の参考情報 (こ れまでの検討会での内容より)

1 施設について

令和元年 9月 に実施された「与論町学校施設長寿命化計画」において建物の健全度を評価 した結

果,築年数が 50年 を経過 している施設において健全度が低い結果となっております。このことか

ら,施設の劣化状況の健全度が低い施設の建て替えが必要となっています。 (下記の表参照)

健全度評価結果一覧 (健全度が低い順)  ※与論町学校施設長寿命化計画より

3 7

!1 人口 (児童数)について

日本全国で人口減少が続いてお り,本町においても年を追 うごとに児童数が減 っていくことが予想

されていますが,本町の児童数の推移については,左 のQRコ ー ドから,検討委員会で提示 した会議資

料を参照 して ください。

‖l 教育面について

統合 した学校では,児童数だけでな く学校職員や保護者数も増え,教育活動が活 1生化することが考

えられます。 また,学年によっては「5年 1組 。2組」のような 2学級体制にな り,学年に 2人の学

級担任がいることによって学年経営ができた り,年度ごとのクラス替えで児童の人間関係の固定化を

緩和できた りするなどのメ リッ トが考えられます。その一方で,地域によっては,少人数指導がなく

なった り,校区のシンボルであった「小学校」が姿を消すことにな り,校区の教職員等による地域協

働の減退,教育のサー ビスの低下 (児童への関わ りはもちろん,地域への教育的な関わ りの減少),
そ して,地域による児童の見守 りや,学校教育への地域住民の参加のあ り方が様変わ りすることを意

味 し,校区単位で築かれてきた地域の教育力を減退 させる リスクもあ ります。

逆に, 3小学校を維持 した場合,今 まで通 りの学習指導・生徒指導が可能である一方,児童数減少

が続いた場合,何年後かには複式学級 となる可能性があ ります。 (担任 1人のクラスに「 3年生 3人
と4年生 5人」 といった学級編制のことです。)令和 2年度は,複式学級を有する小学校は鹿児島県

内に 230校 あ り,全小学校数の約45%に あた ります。複式による教育が必ず しも学力低下につなが

ることはあ りませんが,多 くの友達 と切磋琢磨 した り,多様な考えを共有 しながら学んだ りすること

は難 しくな ります。

なお,小規模校の児童生徒を増やすために,「小規模校特別認可制度」を活用することで他校区の

児童生徒の就学を認めている小 。中学校 もあ り,令和 3年度は県全体で 101校 ,大島地区で 17校
です。

裏面のアンケー トに御協力ください。
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IV 財政面について

学校施設を整備するための財源は,国 からの補助金,田丁で積み立てた建設基金,起債 (町の借
金),町 単独一般財源等が考えられます。国の補助事業の補助率は対象設備 に対 して約 50%程 度
となってお ります。学校施設を 1校整備するのに多額の費用が必要 とな ります。 3校維持の場合 と
1校 に統廃合 した場合 とを比較すると,後者の方が施設の維持や追加設備整備 (空調やLANな ど)

等にかかる費用は減少する見通 しです。一方,学校数が減少 した場合, これまでの教職員等の学校
で働 く人材減少による人口の減少や雇用の喪失が生 じてきます。

～与論町立小 中学校のあ り方 に関す るアンケー ト～

下記の設間について,該当する項目番号に回するか,○で囲んでください。
(選択数の提示がない設間については1っ を選んで回答 してください。)

問1 あなたのお住まいの地区はどこですか。小学校区でお答えください。

C 与論小校区  ② 茶花小校区  ③ 那間小校区

問 2 あなたの年代を教えて ください。

0 10代
⑤ 50代

② 20代
⑥ 60代

0 30代   ④ 40代
⑦ 70代以上

問 3 あなたは幼児または児童生徒の保護者ですか。当てはまるもの全てにOを してください。

③ 中学生の保護者

間 4 今後の与論町立小中学校のあ り方について関心はあ りますか ?

0 関心がある   ② あまり関心がない   C)どちらとも言えない

問 5 与詢町内に 3校ある小学校の統廃合についてどう思いますか ?

C 賛成 (1校に統合) ② 賛成 (2校に統合)  ③ 反対 (3校 を維持)

問 6 問 5で 「賛成」の方にお聞きします。賛成の理由に近いものは何ですか ?

(2つ まで回答可)

① 多人数クラスの中で多様な意見交換ができ,お互いに切磋琢磨できるため
② 建て替えの費用や施設の維持費を安価に抑えられるため
③ l校当たりの保護者数が増え,学校が活性化するため
④ その他 (具体的に記入してください)

① 未就学児の保護者

④ 高校生の保護者

② 小学生の保護者

⑤ いいえ

・
′
ヽ

・
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間 7 間 5で 「反対」の方にお聞きします。反対の理由に近いものは何ですか ?

(2つ まで回答可 )

① 少人数であることにより, きめ細かな学習指導。生徒指導ができるため
② 各学校の校風を生かした特色ある教育活動ができるため

③ 学校と地域の結びつきを今のまま維持したいため

④ その他 (具体的に)

問 8 小学校と中学校がより具体的に連携 し, 9年間の一貫 した教育を行う「小中一貫教育」

について, どのように思いますか。

① 3小学校を与論中と接続する形で統合し,小中一貫教育を進めるとよい

② ゆくゆくは小中一貫教育を検討するとよい

③ 学校の統廃合と小中一貫教育はあまり関係ないと思う

④ わからない, どちらでもよい。

問 9 小学校の統廃合問題は,将来の与論町のあ り方において,大 きな影響を及ぼす重要課題

です。今後の与論町の小中学校のあ り方について, どう思われますか。

① 田丁の最優先課題として,で きる限り早く統廃合をした方がよい

② しばらくの間は3校体制を維持し,児童数の減少が進んできた後に統廃合を

再度検討したらよい

③ 現状のまま,各校区に1校の小学校体制で整備を進めたらよい

④ わからない,どちらでもよい

間 10 その他,小中学校のあ り方に関する要望があれば御記入 ください。

アンケー トヘの御協力,あ りがとうございました。

回答期限 :2月 18日玉金Σ_ま でに与論町役場入回の提出箱に投函してください。

ヽ
，

ハ
ヽ

【お問合せ先 : 与論町役場内 教育委員会事務局学務課 (担 当 :杉田) TEL:0997-97-2441 】
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回
之
津
移
住
百
年
祭
記
念
誌

与
麺
が
一・理
禅
ヘ

船

　

積

　

夫

集
団
移
住
し
た
郷
土
人
は
三
池
港
の
港
湾
労
働
者
と
し
て
働
く
こ
と
に
な

っ
た
が
、
三
井
財
閥
の
三
池
炭
鉱
を
中
心
に
し
た
雄
大
な
構
想
の
歯
車
が
た

く
ま
し
く
回
転
を
は
じ
め
た
頃
で
あ
り
、　
一
寒
村
で
あ

っ
た
大
牟
田
が
、
重

工
業
都
市
と
し
て
、
変
貌
し
よ
う
と
す
る
時
機
で
あ

っ
た
。

大
正
時
代
の
同
郷
人
の
歩
み
を
た
ど
る
前
に
、
籍
を
置
く
こ
と
と
な

っ
た

三
池
港
務
所
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

港
務
所
は
三
池
港
の
運
営
と
、
三
池
専
用
鉄
道
に
よ
る
輸
送
を

つ
か
さ
ど

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
三
池
炭
鉱
が
三
井
の
手
に
移

っ
た
後
、
石
炭
輸
送
に

あ
た
る
べ
く
設
け
ら
れ
た
運
輸
課
に
そ
の
端
を
発
し
て
い
る
。
ま
ず
明
治
二

十
四
年
宮
浦
鉱
か
ら
横
須
浜
ま
で
の
馬
車
軌
道
が
、
鉄
道
に
き
り
か
え
ら
れ

た
が
、
こ
れ
が
三
井
専
用
鉄
道
の
端
緒
で
あ
る
。

更
に
明
治
三
十
五
年
に
は
石
炭
輸
送
の
陸
路
を
打
開
す
る
た
め
に
、
三
池

港
を
人
工
築
造
す
る
大
工
事
が
は
じ
め
ら
れ
同
四
十

一
年
に
完
成
し
た
。
こ

れ
を
契
機
に
港
務
部
が
置
か
れ
、
三
池
港
は
画
期
的
発
展
を
と
げ
る
こ
と
と

な

っ
た
。

そ
の
後
、
港
務
所
は
石
炭
輸
送
だ
け
で
な
く
、
大
牟
田
に
お
け
る
化
学
工

業
の
発
展
に
と
も
な

っ
て
、
そ
の
原
料
や
製
品
の
取
扱

い
を
も
行
う
よ
う
に

な

っ
た
。
鉄
道
、
港
湾
関
係
の
諸
設
備
も
時
と
と
も
に
整
備
さ
れ
、
専
用
鉄

道
は
港
、
炭
鉱
、
各
工
場
を
連
絡
し
大
牟
田
を
環
状
に

一
周
す
る
に
至

っ
た
。

こ
ん
に
ち
大
牟
田
重
工
業
地
区
に
お
け
る
陸
上
、
海
上
の
輸
送
の
大
半
は
港

務
所
の
手
に
握
ら
れ
て
い
る
。

新
生
の
希
望
に
燃
え
て
三
池
に
移

っ
た
同
郷
人
は
、
到
着
の
翌
日
か
ら
出

勤
を
し
て
い
る
。

口
之
津
と
違

っ
て
、
三
池
港
に
お
い
て
は
接
岸
荷
役
の
出
来
る
こ
と
が
ま

ず
大
き
な
喜
び
で
あ

つ
た
。

移
住
後
次

の
表
に
よ
る
組
別
編
成
で
、
就
労
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

南
彦
七
郎
監
督
は
、
三
池
移
住
後
、
二
～
三
ヶ
月
で
三
池
港
の
港
湾
荷
役

よ
り
手
を
ひ
き
、
専
ら
口
之
津
港
の
業
務
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
り
、
明
治

四
十
三
年
五
月
よ
り
同
郷
人
の
監
督
者
は
上
野
、
東
の
両
氏
と
な

っ
た
。

会
社
は
上
野
、
東
に
対
し
て
は
転
住
当
初
か
ら
優
遇
し
、
移
住
当
初
は
月

額
三
十
円
が
支
給
さ
れ
て
い
た
が
こ
れ
は
ま
も
な
く
廃
止
し
、
そ
の
後
は
人

夫
請
負
稼
高
の
五
分
を
差
し
引
き
上
野
、
東
に
そ
れ
を
三
分
し
て
支
給
し
た

と

い
う
。
そ
し
て
大
正
五
年
五
月
上
野
氏
死
亡
に
よ

っ
て
東
は
三
分
と
な

っ

た
。
ま
た
大

正
十
三
年
に

は
職
員
に
昇

格
し
て
い
る
。

各
組
長
は
役

手
当
と
し
て

各
組
の
合
立

に
五
分
を
立

て
、
副
組
長

は
三
分
で
あ

っ
た
。

ヽ

ク
　
梅

ク
　
堀

ク
　
南

ク
　
玄

ク
　
仲

ク
　
大

長
　
目

組
　
立月

孝
　
森

喜
久
立

喜
　
里占

日

持
亘
見

住
　
里

山            花

☆ 当時は組のことを口 (ク チ)と 呼んでいた。

☆ 組長のことを部長

☆ 副組長のことを代理

☆ 係員のことを小頭と呼んでいた。

監督者 東   元 良上 野 応 介 南彦七郎

組 別 末 喜 川 イ白 ,こ 堅 月考ミ 言|

男 20 22 15 17 30 27 35 166

女 17 21 17 21 15 13 22 126

計 37 43 32 38 45 40 57 292
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三
池
炭
鉱
の
出
炭
も
年
を
追
う
て
増
加
し
、
三
池
港
に
お
け
る
取
扱
量
も

増
大
し
た
の
で
、
数
回
に
わ
た

つ
て
与
論
島
よ
り
人
夫
の
募
集
が
行
わ
れ
た
。

資
料
に
よ

つ
て
み
る
と

其
の
点
か
ら
推
す
と
、
申
一一児
島
早
直
う

斡
旋
に
よ
る
与
論
人
夫
の
募
集
の
条

件

の
中
に
、
坑
内
採
炭
夫
待
遇

こ
す
る
と

い
う
条
項
が
あ

っ
た
の
で
は
な

い

か
と
思
わ
れ
る
。

二
ヶ
年
賞
与
に
つ
い
て
こ
ん
な
話
が
あ
る
。
昭
和
の
代
に
な

っ
て
か
ら
で

あ
る
が
、
本林
万
入
と

い
う
人
が
、
き
ち
ょ
う
め
ん
な
人
だ

つ
た
ら
し
く
、
会

社
の
二
ヶ
年
賞
与
に
疑
間
を
抱
き
、
給
料
袋
の
中
に
入

っ
て
い
る
支
払
明
細

表
を
二
ヶ
年
保
存
し
、
受
取

っ
た
額
と
、
自
分
の
計
算
し
た
額
と
の
間
に
、

開
き
の
あ
る
こ
と
を
知
り
、
全
員
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
社
宅
事
務
所
を

通
じ
、
再
度
計
算
方
を
申
入
れ
た
。
其
の
結
果
計
算

の
誤
り
が
判
明
し
、
再

度
調
査
し
て
全
員
に
差
額
を
支
払

っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

全
員
が
差
額
を
受
取

っ
た
と

い
う
こ
と
だ
か
ら
、
疑
え
ば

い
ろ
い
ろ
疑
え

る
ｃこ

の
事
か
ら
推
し
て
も
、
移
住
当
初
の
賃
金
の
支
払

い
も

い
い
加
減
な
も

の
だ

っ
た
か
も
知
れ
な

い
。

古
老
は
移
住
当
初
の
模
様
を
こ
う
語

っ
て
い
る
。

朝
は
六
時
三
十
分
着
到
で
、
七
時
よ
り
作
業
に
か
か
り
ま
し
た
。
月
の
大

半
は
残
業
で
し
た
。
三
ヶ
月
半

（七
勘
定
、
当
時
は
十
五
日
勘
定
で
月
二
回
）

働

い
て
も
手
取
り
と
し
て
、
差
引

一
銭
も
貰
わ
な

い
と

い
う
人
も
あ
り
ま
し

た
。
多

い
人
で
二
円
二
十
六
銭
で
し
た
。
賃
金
は
男
二
十
八
銭
、
女
十
九
銭

だ

っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
全
く
盲
ら
働
き
で
し
た
。
…

数
回
の
募
集
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
明
治
三
十
三
年
九
月

に
、
三
池
炭
鉱
事
務
長
の
名
で
出
し
た
文
書

（「
三
池
鉱
業
所
沿
革
史
」
第

七
巻
）
に
人
夫
募
集
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
次
に
紹
介
す
る
。
五
十

年
の
歩
み
を
た
ど
る
上
に
お
い
て
、
重
要
な
資
料
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

大
正
三
年
七
月

大
正
三
年
七
月

大
正
五
年
六
月

大
正
五
年
九
月

大
正
五
年
九
月
募
集

の
男
六
十
四
名
中
よ
り
、
十
名
は
万
田
坑
に
採
用
さ

れ
て
い
る
。

次

に
大
正
時
代
に
お
け
る
組

の
異
動
を
年
表
に
よ

っ
て
見
よ
う
。

明
治
四
十
三
年
　
六
月

大
正
　
　
六
年
十

一
月

大
正
　
　
九
年
　
六
月

大
正
十

一
年
　
七
月

「
川
」
組
解
散
し
て
六
組
と
な
る
。

「元
組
」
を
つ
く
り
七
組
と
な
る
。

「切
出
し
」
組
を
つ
く
り
八
組
と
な
る
。

万
田
坑
配
転
の
た
め
喜
組
、
元
組
を
解
散
し
、

雑
役
作
業
組
と
し
て
、
新
た
に
日
役
組

（主
と

し
て
コ
ー
ク
ス
選
別
作
業
）
を
つ
く
り
七
組
と

し
た
。

当
時

の
雇
用
は
二
ヶ
年
契
約

で
、
二
年
目
に
は
契
約
を
更
新
す
る
と

い
う

制
度
で
、
二
年
目
に
は
各
自

の
総
稼
高

の
百
分

の
五
を
賞
与
と
し
て
支
給
さ

れ
て
い
た
。
帰
島
を
希
望
す
る
者
に
は
、
そ
れ
が
帰
島
旅
費
と
な
る
わ
け
で

あ
る
ｃ

三
池
炭
鉱

の
採
炭
夫
に
も
二
ヶ
年
賞
与
と

い
う
制
度
が
あ

っ
た
そ
う
だ
が
、

男

”

男

Ｘ

男

３１

男

“

女
∞

女
“

女
”

女
拠

計
”

キ
ー

′
０

一言
日

７
‘

■
ｌ

ａ
υ

三
一口

「
い

計
％

ヽ
，

ヽ
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陳
者
、
採
炭
夫
募
集
ノ
困
難
ナ
ル
事

一
二
賃
金

二
可
有
之
ト
ノ
御
意
見

一

応
最

二
存
候
得
共
　
増
賃

ハ

一
回
実
行
ス
レ
バ
再
ビ
減
賃
セ
ン
コ
ト
非
常

ニ

六
ケ
敷
　
彼
ノ
筑
豊
地
方

二
於
ケ
ル
ガ
如
ク
炭
況
宜
シ
キ
場
合

ニ
ハ
小
炭
坑

モ
続
々
採
掘

ヲ
始
メ
之
ガ
為
メ
採
炭
夫
ノ
欠
乏
ヲ
来
タ
シ
タ
ル
結
果

ハ
遂

ニ

賃
銭

ヲ
増
加
ス
ル
ノ
不
得
止
次
第

二
相
成
候
モ
　

一
朝
炭
況
平
常

二
復
ス
ノ

ト
キ

ハ
小
炭
坑

ハ
続
々
休
業
シ
テ
　
採
炭
夫
有
り
余

ル
様
相
成
候
テ
モ
今
更

減
賃
ノ
事

ハ
容
易

二
行

ハ
レ
サ
ル
実
例
モ
有
之
候
　
当
鉱

ハ
常

二
是
迄
　
筑

豊
地
方
ト
ノ
関
係
モ
甚
ダ
薄
ク
坑
夫
募
集
ノ
如
キ

ハ
　
其
方
法
次
第

ニ
テ
ハ

全
ク
独
立
ノ
位
置

二
　
有
之
候
事

二
候
得
バ
　
何
処
迄
モ
此
好
位
置
ヲ
利
用

シ
テ
可
成
丈
　
筑
豊
地
方
ト
ノ
関
係
ヲ
生
セ
ザ
ル
様
致
度
　
即
チ
過
般
来
専

ラ
肥
後
地
方

ヲ
募
集
ノ
根
拠
地
ト
シ
テ
農
民
ヲ
募
集
致
シ
ツ
ツ
有
之
次
第

ニ

御
座
候
。

是
迄
募
集
致
来
り
候
モ
ノ
ノ
内
土
百
姓

ニ
シ
テ
世

二
慣
レ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
足

ヲ
止
メ
候
得
共
　
少
シ
ク
世
慣
レ
タ
ル
者

ハ
皆
逃
走
ヲ
企
テ
甚
シ
キ

ニ
至
リ

テ
ハ
今
夕
来
リ
テ
明
朝

ハ
既

二
逃
走
シ
タ
ル
モ
ノ
多

々
有
之
　
斯
ク
テ
ハ
到

底
募
集
ノ
ロ
的
ヲ
達
ス
ル
能

ハ
ザ
ル
次
第

二
付
　
世
慣
レ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
外

ハ

断
然
募
集
セ
ザ
ル
事

二
致
甲
候
、
就
テ
ハ
賃
銭
ノ
如
キ
モ
此
際
特

二
増
加
ス

ル
必
要
モ
認
メ
ザ
ル
次
第

二
御
座
候

　

（中
略
）
　

且
ツ
大
浦
ノ
採
炭
夫
ノ

如
キ

ハ
現
今
ノ
賃
金

二
甘
ン
ジ
テ
十
分

二
出
役
致
居
次
第

二
付
、
当
鉱

ニ
テ

ハ
可
成
丈
　
此
実
例

二
基
キ
上
百
姓
ヲ
募
集
シ
テ
土
着
採
炭
夫

ヲ
作
ル
方
針

ヲ
取
ル
方
　
得
策
卜
存
候
、
日
（
々
筑
豊
地
方
ョ
リ
時
々
坑
夫

ヲ
盗
ミ
ニ
来
ル

者
有
之
候

二
付
、
之
ガ
警
戒

ハ

一
日
モ
難
怠
随
テ

一
方

ニ
ハ
採
炭
夫
ノ
足
ヲ

止
ム
ル
為
メ
ニ
奨
励
法
等

ヲ
設
ケ
テ
彼
筆
ノ
収
入
ヲ
増
加
ス
ル
必
要
有
之
是

ハ
年
来
実
行
致
来
り
候
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
時
々
必
要

二
応
ジ
テ
変
更
致
居
候
…
…

こ
こ
に
む
き
だ
し
に
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
昔
も
今
も
変
り
な

い
三
井
独

占
の
低
賃
金
政
策
で
あ
り
、
労
務
管
理
の
基
本
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
お
い

お

い
こ
れ
か
ら
辿
る
こ
と
に
し
て
、
「
世
慣
レ
ナ
イ
土
百
姓
」
こ
れ
こ
そ
が

募
集
坑
夫
の
モ
デ
ル
で
あ

っ
た
。

農
村
か
ら
の
流
出
農
民
を
永
久
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

つ
た
。
そ
れ
ら
は

寄
生
地
主
制
を
強
化
し
、
小
作
制
度
を
恒
久
化
し
て
、
常
に
低
賃
金
で
雇

い

れ
る
労
働
市
場
が
必
要
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

極
度
に
貧
し
い
農
村
が
必
要
で
あ

っ
た
し
、
意
識
の
低

い
無
知
な
農
民
が

再
生
産
さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ

っ
た
。

明
治
四
十
三
年
に
は
熊
本
か
ら
の
鉱
夫
募
集
は

「如
何

二
奨
励
致
候
モ
是

レ
ヨ
リ
以
上
多
大

ノ
数

ヲ
得

ル
ハ
六
ケ
敷
」
、
そ
こ
で
と
り
あ
げ
た

の
は

「
鉄
道
開
通
セ
ザ
ル
為
メ
費
用
ノ
嵩
メ
ル
ヲ
以
テ
多
数
ノ
募
集

ヲ
為
」
す
こ

と
の
出
来
な
か

っ
た
鹿
児
島
県
を

「今
日
二
在
テ
ハ
最
モ
カ
ヲ
致
ス
ベ
キ
地
」

と
し
そ
こ
を
最
適
地
と
し
て
マ
ー
ク
す
る
に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
局
地
的
小
宇
宙
に
生
れ
育

っ
た

「
世
慣
レ
ナ
イ
」
島
民
は
、
う

っ
て
つ
け
の
労
働
者
と
し
て
三
井
鉱
山
の
機
構
の
中
に
数
度
の
募
集
に
よ

っ

て
吸
収
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

次
回

へ
つ
づ
く


